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誌上発表
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日本動物実験代替法評価センター（JaCVAM)の紹介並びに
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参加者名 小島　肇

会議名 経済協力開発機構（OECD）眼刺激性・腐食性専門家会議

開催場所, 年月 フランス・パリ市・OECD本部(2015.11)

会議内容（１５０字以内）

鶏摘出眼球試験のテストガイドライン（TG438）の改訂および眼
刺激性試験代替法の組合せに関する議題について検討し
た．これらの議題とは無関係であるが，事務局に依頼して日本
の活動を紹介できた．

参加者名 小島　肇

会議名 代替法国際協調会議

開催場所, 年月 イタリア・イスプラ市・欧州動物実験代替法センター(2015.11)

会議内容（１５０字以内）
これまでの日米欧加韓の専門家に加え，今回より中国とブラジ
ルの関係者も参加していた．各国より昨今の動向が報告され
るとともに，新たな覚書の調印について意見交換がなされた．

参加者名 小島　肇

会議名
第５回　動物用医薬品の承認審査資料の調和に関する国際
協力会議　（VICH)

開催場所, 年月 京王プラザホテル・東京(2015.11)

会議内容（１５０字以内）
セッション５：動物用医薬品の試験法における動物福祉の寄与
にて，Message from JSAAE and JaCVAM on international
organizationsという演題で発表した．

参加者名 小島　肇

会議名 経済協力開発機構（OECD） 皮膚感作性専門家会議

開催場所, 年月 フランス・パリ市・OECD本部(2015.11)

会議内容（１５０字以内）

日本からOECDに提案している皮膚感作性試験代替法h-
CLATおよびIL-8Luc アッセイが専門家会議で議論された．h-
CLATについてはテストガイドライン案についても検討された．
結果として，h-CLATガイドライン案は専門家間で合意を得る
ことができた．

レギュラトリーサイエンス学会


